
手塚治虫 

～見つけよう、生き方の師～ 

単元目標：伝記に描かれている人物の考え方や生き方を読み取り、自らの考えを深めることがで
きる。 

重点指導事項：文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること。 
 
評価：（知・技）読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気づいている。 

（思判表）◎「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考え
をまとめている。（ワークシート） 

（主 体）・これまでに学習したことを振り返って学習課題を明確にし、学習の見通しを持

って、積極的に伝記に描かれている人物の考えや生き方を読み取り、自分の考
えをまとめて、生き方の師カードを書こうとしている。（授業の様子・生き方カ
ード） 

    
言語活動：生き方の師を見つけ、自分の考えを「生き方の師カード」にまとめよう！ 

単元計画 

１ ・手塚治虫に関連するものを順に提示していき、本単元では伝記「手塚治虫」を使って

学習を進めていくことを知る。 

・手塚治虫について知っていることを交流する。 

・様々な伝記を読み、自分の生き方の師を見つけ、考えをまとめるという活動をすると

いう単元の見通しを持つ。 

・手塚治虫を通読し、すごいと思ったところに線を引く。（初発の感想でも可） 

２ ・全文を通読し、文章の構成（小・中・医学専門部・漫画家の 4 章構成）を確かめる。 

・小中学校時代の手塚治虫の人物像について考える。 

３ ・中学卒業後以降の手塚治虫の人物像について考える。 

４ ・手塚治虫の生き方について印象に残ったことを短い言葉で表す。 

・書き終わった児童から、伝記を読み進める。 



５ ・様々な伝記を読み、生き方カードにメモを残していく。 

６ ・生き方カードをもとに、自分が選んだ「生き方の師カード」を作成する。 

７ ・友だちの「生き方の師カード」を交流し、単元の振り返りを行う。 

〇教師モデル 

 

 

 

 

 

 

〇児童成果物 

 

 

 

 

 

 


